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C″ιク″ゲs物診乃 L, cultivar Shinhoro and Sο 力″″″ 筋♂乃″ξヮ″, L, were grown in
£ield with or without treatment oE Polyethylene fil■ l mulch.

The dry matter both oF C″ οク物ゲs″ヮヵ L.and Sο ″″″物 脇♂乃ηg夕″,L, were pro―
moted by pOlyethylene fil■ l mulching treatment.

The treatment raised the RGR(relatiVe growth rate)On these plants in
the early gro、 ving stage from �lay to about middle of June, and it decreased

in the latter growing stage from near the end o£  June to July.

NAR(net aSSimilation rate)on theSe plant was raised by polyethylene film

mulching treatment in the early growing stage.

High NAR on these plants treated with Polyethylene film mulch was the
cawse of high R(}R in the early growing period.

But, the mulching treatment in the latter growing period On these plants

from near the end of June to 」uly resulted in a decreased NAR and LAR

(leat area rate),and this decline was resPonsible for the fall in RGR mul―
ched with Polyethylene film in the latter growing period.

The mulching treatment of Cク σ″″ゲs物♂乃 Lo in the period frOln the early to
about the middle of June typically increased the total dry matter per hill.

良Ь
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緒     言

プラステックフィルムのマルチング処理によってもた

らされる作物の種々の反応の中で,最も顕者にみられる

反応は,生長の促進である。

いうまでもなく作物の生長は,1/2質生産と密接に関係

しているが,既往の文献からは,マルチング処理による

生長の促進について,物質生産の面から検討されたもの

は見受けられない。
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一方マルチング処理の作用点は土壌であり,処理によ

って土壌中の種々の生育環境要因が変化す る。なかで

も,地温と土壌水分の変化が著しい(13)。

本試験は, このような土壌環境の変化をもたらすマル

チング処理に,露地メロンおよびナスの生長がいかに対

応するかを調べ, また NAR,LARぉ よび RGRに
よる生長解析によって,物質生産面から,生長に対する
マルチング効果に検討を加えようとして行なわかたもの

である。

材料および方法

実験は1971年と1972年の5月 ～8月 に,鳥取大学農学
部砂丘利用研究施設の圃場において行なわれた。

供試作物として,夏作果菜類の中から,伏性の代表種
である露地メコ光 (品種 :新芳露)と ,立性の代表種で

あるナスを用いた。

露地メロンについては,1971年 5月から 8月 にかけ

て,ポ リエテレンマルチ処理を施した処理区と,無処理

区を設けて栽培した。

これについて,乾物生産および RGR(相封生長率),
NAR(純同化率)に およぼすポリエチレンマルチの影
響を調べた。すなわち巾 1・ 5m,長さ20m,畦間 lmの

平畦を6条設け, うち 3条に厚さ0,031n14,巾 1.8mの無

色透明ポリエテレンフィルムをマルチングした。肥料は

aあたりN,P,Kを それぞれ成分量で3k9施用した。
5月 1日 に,ハウス内で播種育苗されたメロン苗を,

各区の畦の中央に株間80cmの間隔で定植した。

一方ナスは,品種長岡長ナスを用い60cmの平畦に透明

フィルムをマルチングしたマルチング処理区と,無処理

区を設け,各畦とも株間50cm,条 間30clllの 2条千鳥植と

し,60日 苗を5月 1日 に定植した。

植付後,露地メロン,ナ スのいづれについても,14～
20日 ごとに両区の抜取り調査を行ない,棄面積と根・茎

・葉および果実の乾物重を測定した。

次にマルチング処理が生長におよぼす影響を生育時期

別にみるために,巾 1,5m,長 さ20m,畦間 lmの平畦
を 6条設け,各畦のマルチング期間を変え,それぞれに

おける露地メロンの生長を調べた。マルチング期間は 5

月 1日 ～5月 15日 , 5月 1日 ～ 6月 1日 , 5月 1日 ～ 6

月17日 , 5月 1日 ～7月 1日 , 5月 1日 ～7月 22日 の 5

段階とし,さ らに無処理区を加えて合計 6区とした。

それぞれの区について, 3月 上旬まで収量調査を行な

ったあと,堀上げ調査を行ない乾物重を測定した。
1972年においては,前年と同様にメロンとナスの生長
におよぼすマルチング処理の響影を調べた。またマルチ

ング処理と根群の関係を明らかにするために, 8月 上旬

にメロンおよびナスの根を,株元から10～20cmご とに,
また深さ10Cnごとに堀上げて調査した。

結     果

1.マルチング処理と生長および根群分布

ポリエチレンマルチ処理が露地メロンおよびナスの生

長におよぼす影響を,各部位別の乾/1b重で示すと第 1表

および第 2表のとおりであった。

Table l. Effect of polyethylene fil■ l mulch on the groM′ th of C夕θ″物ゲ∫物診乃 L. cultivar ShinhOro

Treatment
Dry matteT(D Total

Lcaf area
stem lengthRoot   Stem    Lea£ Fruit

Number

of leaves

ControI

Polyethylene
mulched

27,0

39.0

118,8

183.1

149,2

278.1

570

1190

５６

　

５７

28,2rn

43.1

290.3dm2

522.6

T2ble 2. Effect o£  Polyethylene film mulch on the growth of Sο ヵ″
"ヮ
効診ん″ξ診″α L.

Treatment
Dry matter(g) NumbeF    TOtal

of leaves   ste■l length
Leaf area

Root Leaf Fruit

Control

Polyethylene
mulched

15.5

18.93

14.73

25.03

9.27

15,17

48.74

70,41

141

165

382.5cШ

496.5

63.38dm2

95.67



露地メロンについてみると,無処理区に比べてマルチ

ング処理区の根および茎は約1・ 5倍,葉は約1,9倍となっ

ており,さ らに果実においては2倍にも達している。果

実をのぞいた地上部の各部位をみると,茎よりも葉の方

が著しい影響を受けていることがうかがわれる。

ナスについてマルチングの影響をみると,処理によっ

て根の生長は1,3倍,茎は1.7倍,葉は 1,6倍となり,ま

た果実では 1,4倍になり,いづれの部位でもマルチング

処理による生長促進が認められた。豚地メロンに比べる

と茎以外はやや促進の程度が低い傾向にあった。

次に株あたりの乾物重の推移をみると第 1図に示すと

M ay M ayM ayJunJun.」 un.Jul.Jul.Jul.Jul.
1     15 22   1   5  17    1  8    22  28

GrOwing period

Fig l.Effect of polyethylene til■ l mulch On the

dry matter growth of C″ ι夕″ゲs″彪乃 L, cuhivar

ShinhorO,″
'SO′
,″″″″ 物珍′Oηg珍″,L.

O POly・ mulched o COntrOl
――― C″σ夕胸″ゲs物グοL.― ――Sοル″ク物物プο,T夕″クL.

おりである。露地メロンにおいては,マルチング処理に

より植付後15～30日 頃の生育初期における生長が著しく

促進されることがうかがわれる。また7月上中旬の生育

後期に入ると,無処理区の生育が急速になるのに対し,

処理区は生長のにぶる傾向にあった。

一方ナスにおいては,区間における差はメロンほど顕

者にみられなかったが,処理により初期生育がわずかに

促進されることがうかがわれた。

根の分布とマルチング処理の関係をみると第 2図のと

おりである。蕗地メロンについて,根の垂直分布をみる

二 。佐  藤

と,マルチング処理により,各層とも根量が増加するが

とくに 0～ 10Cmの地表部近くに者しく多 く分布してい

た。また水平分布をみると,無処理区では 0～20cmの株

元周辺に多 く存在し,それ以上に離れ る と急 に少くな

る。これに対しマルチング処理区では株元から40cmの付

近までの分布量が多く,ま たそれ以上の位置でも無処理

区よりはるかに多い分布量を示していた。

ROOt dry weigilt(g)
30 25 20 15 10  5  0  5  10 15 20 25 30

Distance from hin(cm)
40 30 20 10  0  20 40 60 80 100 120

Solanum mebngena L me10 L.

Fig. 2.Effect o£  Polyethylene film mulch on the
root distribution of Cクο夕″ゲs 物ヮ乃 L. cuhivar
Shinhoro and SO′ ″ 夕傷形η物ワ乃夕ζ¢″,L.

―
Poly. mulched― ―――Control

同様にナスの根についてその垂直分布をみると,マル

チング処理により各層とも根量の増加が認められたが,

メロンにおけるような大差はみられなかった。また水平

分布については,処理により株元の部位に多くなる傾向
にあったが,メ ロンに比べて,きわめて少い増加程度で

あった。

2. マルチング処理と RGRお ょび NAR
第 1図に示される生長曲線について生長解析を行ない

RGR(相対生長率 :Relat� e growth rⅢ e)と NAR
(純同化率 :Net assimilatiOn rate)を 求め, それら

におよぼすマルチング処理の影響を示すと第3図および

第 4図のとおりである。 RGRぉ よび NARは 次式に
より求めた。(10)。 1)
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RGR=  dl° gew  tt logeW2~10gewt

t2~tl:時間 (日 )

Wl,W2it■ および t2のときの乾物重

対数は自然対数

NAR= ±ど王望二些
geL■
 × _IttΞ 型生_

tl,12:時間 (日 )

W■,W2:tl,t2の時点における乾物重
Ll,L2:tl,t2の時点における葉面積
対数は自然対数

ば

り

∝

o 12

May May
l    15

」un. Jul.   J口 1

17    1     22

まず RGRの面から露地メロンおよびナスの生長を解
析すると,露地メロンにおいては,無処理区は植付時か

ら最終調査を行なった7月 22日 に至るまで,生育期が進

むに伴って RGRの 増加してゆく傾向が認められた。
一方マルチング処理区は,植付直後から無処理区の 2倍

以上の RGRを 示し, 6月 1日 か17日 の頃に最も高い
値を示した。しかし以後は急速に減少し, 7月 に入ると

無処理区を大きく下回った。またナスについてみると,

メロンにおいてみられたほど顕者な差はみられなかった

が, 5月 1日 の植付時から6月 中旬に至る間は,マルチ

ング処理により,かなりのRGRの高まりがみられた。
これらの事から,夏作の露地メロンとナスにおけるマ

ルチング処理は植付時から6月上中旬の生育前期におけ

る生長率を高めることがうかがわれた。

次に NARに よる生長解析を行 な うと第 4図の よう

になる。 なお RGR=NAR× LARな る関係式が成立

つため RGRは NARと  LAR の 2要因に分 けて見

ることができる(6)。  そ こで NARと 同時に LAR=

」二 :(L:葉 面積 ,Wi全 乾物童)を求 めた。

Jun.

17

Fig。 5, Effect of Polyethylene film mulch on
NAR and LAR with growth of O″ ιク筋ゲ,効グο
L. cultivar Shinhoro.

○ :MuIChed with polyethylene film

O i COntrOl

一
NAR ――――LAR

Fig. 3. Effect of Polyethylene film mulch On

the RGR with growth of the C″θクηゲs ttο L.
cultivar Shinhoro.

○ :MulChed with Polyethylene film

O i COntrOI
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Fig, 4, E£ fect of Polyethylene fil■ l mulch On the
RGR with growth of the働 筋″ク″ ″グοセg珍″,L.
○ :MulChed with Polvethylene film
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Fig, 6. EfFect o£  Polyethylene film mulch
on NAR and LAR with growth of δο力″″″
物″ο″g珍″,L.
○ :M,lChed with Polyethylene£ il m
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露地メロンについてみると,NARは マルチング処理
により著しく高められ, とくに植付時から15～ 30日 後の

生育初期における NARは , 無処理区の 5～ 2倍の値
を示し,ま た 6月 中下旬においては50%程度上昇した。

しかし7月 に入るとマルチング処理区 の NARは 急
速に低下し,無処理区の方が高い値を示していた。いっ

ぱぅ LARの 推移をみると, 生育期を通じて無処理区
の方がマルチング処理区を上回る傾向にあり, 6月下旬

以降は両区にかなりの差を認めた。

こ浄らのことから,露地メロンにおいてみられる,マ
ルチング処理による前期の生長促進は,単位乾物あたり
の葉面積に関係せず,同化生産の著しい促進に基いてい

ることがうかがわオtた。

ナスにおける NARと マルチング処理の関係 をみる
と6月 中旬までは,50～30%程度の処理による上昇が認

められた。しかし露地メロンに比べると,は るかに低い

上昇程度であった。 また LARは 終始マルチング処理
区が低い値を示していた。したがって,ナ スにおいても
マルチング処理による前期の生長促進は,NARの 上昇
に基いていることがうかがわれる。

3.マルチング処理期間と生長

」
~4地
メロンの生長とマルチング処理期間の関係を示す

と第 7図のとおりである。まず根の生長につ い てみ る

と, 6月 上旬までのマルチングの影響 は きわめて少な

く,無処理区に比べて 2～ 3g増加する程度であった。
しかしながら6月 中旬までマルチング処理を続けた場合

辺 賢  二・佐 藤

Cont.l Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  V

Fig.7.Relation between treating times of Pol―

vethylene Fihn mulch and drymatter growth
on(,ιvじク″ゲd物″οL, cultivar Shinhoro.

I : い正ulched fromMay l to h/1ay 15

11 :        frow�lay l to 」une l

III ;       from 江ヽay l to June 17
1 「ヽ :       £rom may l to 」uly l
V :         £rom �【ay l to July 22

には,根重の増加が顕著にみられ, 6月 1日 までの処理

に比べて約50%も 増加した。またこの時期以降の処理効

果は少なく, 6月 上中旬のみが特別に根の生長を促進し

ていた。次に地上部の生長におよぼすマルチング処理期

間の影響をみると,茎葉ともに 6月 1日 までの処理によ

15績
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11卜

10
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nunder

Ⅲ  Ⅳ  V
Fig.8. RelatiOn between treating time of Polye―
thylene film mulch and fruit yields of
Cクι″糊ゲs物珍乃 L, cultivar Shinhoro.
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l : h41ulched from May
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る生長促進はほとんどみられなかった。しかし6月 17日

まで処理を行なった場合には,著しい生長促進がみら

れ,葉においては約 2倍の生長を示した。

果実についてみると,第 8図のようであリマルチング

期間が長くなるにつれて,個数,乾物収量の増加してゆ

く傾向がみられた。

特に 6月 1日 から17日 の間における増加が著しかっ

た。果実の糖度は,処理期間が 7月 1日 までの間は,処

理期間が長いほど高くなる傾向にあり, 7月下旬まで処

理が続けられると,処理期間に伴う増加はみられず,や

や減少する傾向にあった。

これらのことから, 6月 上中旬におけるマルチング処

理が,メ コンの乾物総生産量ならびに収量の増加に最も

強く寄与していることがうかがわれた。

考     察

ポリエテレンフィルムのマルチング処理は,露地メロ

ンおよびナスの生長を著しく促進させる。促進の程度を

部位別にみると,露地メロンにおいては葉ならびに果実
の生長が顕著に促進され,茎 ,根がこれについてでいる。

またナスにおいては,茎の生長が最も促進され,果実,

葉がこれについでいた。しかし根は生長促進の程度が低

く,また露地メロンの根においてみ跡れた促進程度に比

べても,はるかにその程度が低かった。
マルチング処理によって変化する土壌環境の諸要因の

中で, 最も著しい変化を示す要因は地温であり(13), ま

た一方門田によれば(7),ナ スの生育適温はメロンのそれ

よりも低いことが認められている。すなわちメロンの根

の最適温は34℃で適温域は26～36℃でぁり,またナスで

は最適温28℃,適温域18～34℃でぁり,さ らに最適温以

下10℃における生長の温度係数 Q10は,ナスにおいて

小さくメロンにおいてきわめて大きい。したがってこれ

らのことから,根群分布においても見られるように,メ
ロンの根はマルチング処理の影響を強く受け,一方ナス

の根は鈍感に反応したものと考えらみる。なお,マルチ

ング処理によるメロンの根群分布の変化は KNAVELら

の結果と(。】ほぼ一致するものであり, 根の温度係数

Q10の大きい作物において, マルチング処理の影響が
強くみられるものと思われる。

RARに よる生長解析を行なうと,露地メロンにおけ
るマルチング処理は,植付40日 後の6月 中旬までの生育

前半の生長率を著しく高めることがうかがえた。またナ

スについても,メ ロンと同様に,マルチング処理によっ

て初期の生長率が高められていることが認められた。

次に NARに よる生長解析を行なうと, 葉の同化能
率に対するマルチングの影響が明らかに認められた。

露地メロンにおいては,無処理の場合植付直後の同化

率はきわめて少なく,以後生育が進むにつれて上昇して

ゆく。これに対してマルチング処理を施した場合,植付

直後から6月下旬に至るまでの純同化率は著しく高めら

れる。 一方 LARの推移をみると,終始マルチング処
理区の値が低い傾向にあり, とくに生育後期に入るとか

なり低い値を示していた。

RGRと NAR, LARの 間には RGR=NAR×
LARな る関係が成立つことから(1。)マルチング処理に

よるメロンの生長促進は,葉の同化能率が著しく高めら

注ることに基いていることがうかがわれ,また生育後期

における RGRの 低下は NARの 低下に力日えて,LAR
の減少に原因するものであった。このことは,ナ スにつ

いて見てもほぼ同様であった。したがってマルチング処

理によるメロン,ナスの乾物生長の促進は,ま さに生育

前半における純同化率 NARの上昇によっていること
がうかがわオtた。

根の活性と葉の同化能率との関係については,まだ十

分に明らかにされていないが,地温を高めることによっ

て生長が促進されるという例はかなりみられる(つ (3ッ (6)。

また本結果ならびにマルチング処理による各種作物の収

量の増加が数多く認められていること,(ワ )(4)(,,(8)(セ )ぉ

よび作物に対するマルチング処理の作用点は地下部の根

にあることなどから,マルチング処理は土壌環境とくに

地温を介して根を活性化させ,ひいては葉の同化能率を

高め,生長を促進させるものと考えられる。

次にマルチング処理期間に関連して,処理が総乾物生

産ならびに収量に最も大きな効果を示す時期を,露地メ

ロンについて調査すると, 5月下旬までの処理効果はき

わめて小さく, 6月上中旬の間において著しい効果が認

められた。 この時期は処理によって NARが最も高め
られる時期でもある。したがって果実生産を目的とする

露地メロンの栽培において, 良品多収をめざすために

は, この時期のポリエチレンマルチングが特に重要な役

割をはたすものと思われる。

摘     要

1. ポリエチレンフィルムのマルチング処理に対する露

地メロンおよびナスの生長反応をみると,メ ロンの方が

ナスよりも著しい生長促進を示していた。これはメロン

の根の温度反応が大きく,ナ スのそれは小さいことに基

くものと考えられた。
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2.露地メロンおよびナスの生長がマルチング処理によ
って促進される一つの要因は,生育前半における NAR
が処理によって高められることによっていることが認め

られた。

3.露地メロンの総乾物生産ならびに収量に最も大きな
影響をおよぼすマルチング処理の時期をみると, NAR
が最も高められる6月上中旬であった。

4. 以上のことより露地メロンおよびナスの生長・収量
はマルチング処理によって著しく促進され,特に6月上

中旬におけるマルチング効果が高いことが認められたЬ
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